
(1） 市報たか は き (3月号月刊）

一
一

昭和40年会計別予算額

（1,1'位千円）
オ95号

●
Ｄ
自
由
四
妙
Ｏ
Ｌ
々
妙

守
り
■
①
β

●
。
●

■
●

ｏ
ｐ
ｑ
ｑ
Ｏ
■

や
》
礼

■
■

ヂ
罪

口

凸

や

自

ら

凸
ら
自

画
■
申■

伊

冒
ザ
。
号
ロ
、
〃
●
‐

．
。
睡
口
、
蹄
ｗ

Ｆ
Ｕ
ｃ

ｆ
■
■
。
■
●

* ﾉ

一般会計 ’
'F
D q

〃 40年3月25日発行、 ･･･"：
ひも

431 .755

687

48．413

480．855

%‘シ計
■ず、~,
D p り

ぢ: 1
ヤ浄~

ダｸ

職
*｣|；
と畜場会計

別

会
｜垂|民健康保険会冒

計

今、 計ロ

Q

萩市

書企

技印

所
課
所

役
画
刷

発行

編集

印刷

高
和
藤

ザ

恥

凸

・

■

Ⅱ

ｒ

州

、
●凸

戸 ■
,■

■』

､ 〃

①~.■I｡■
一二 ▲h

四
十
年
度
予
算
成
立

市
民
福
祉
に
最
大
の
努
力

一
般
会
計
四
億
三
千
余
万
円

特
別
会
計
四
千
九
百
万
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《
昭
和
四
十
年
度
才
一
回
定
例
市
議
会
は
三
月
十
二
日
に
開
会
》

》
さ
れ
、
会
期
七
日
間
を
も
っ
て
、
新
年
度
予
算
、
議
案
二
十
四
ヘ

ヘ
件
、
補
正
予
算
等
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
、
十
八
》

《
日
閉
会
し
ま
し
た
。

》

《
市
長
は
四
十
年
度
予
算
の
提
川
に
あ
た
り
大
要
次
の
よ
う
な
》

《
施
政
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

》

評
ま
ず
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
数
多
く
の
事
業
の
な
か
か
ら
今
年
の
《

》
垂
点
施
策
と
し
て
、
し
尿
処
理
場
の
建
設
を
取
り
上
げ
、
今
年
》

《
四
月
に
発
足
さ
れ
る
常
設
消
防
署
の
強
化
充
実
を
図
り
、
農
業
》

《
構
造
改
善
事
業
の
強
力
な
推
進
を
は
か
る
、
と
こ
の
三
本
の
柱
《

》
を
目
標
に
今
年
の
市
政
を
進
め
て
い
き
た
い
と
強
調
し
ま
し
た
《

へ
さ
て
本
年
度
予
算
の
概
要
を
述
ゞ
へ
て
み
ま
し
ょ
う
、
一
般
会
〉

〈
計
予
算
は
四
億
一
一
千
｛
白
七
十
五
万
五
千
円
、
特
別
会
計
四
千
九
へ

》
百
八
万
二
千
円
で
総
額
四
億
七
千
万
円
の
．
大
規
棋
予
算
に
な
り
》

《
ま
し
た
・
前
年
度
に
比
、
へ
二
・
五
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
お
り
》

〈
圭
李
、
一
一
ｑ
Ｊ
ｏ

》
こ
れ
を
才
入
面
よ
り
象
ま
す
と
市
税
に
お
い
て
は
前
年
度
に
一

一
比
較
し
て
一
五
．
六
％
の
増
加
を
見
込
み
、
市
民
税
、
固
定
資
》ひ

《
産
税
に
お
い
て
は
高
萩
《
ハ
ル
。
フ
エ
場
の
固
定
資
産
の
免
税
措
置
《今

ハ
》
の
終
っ
た
分
を
見
込
、
法
人
税
割
も
前
年
同
様
に
見
込
で
お
り
〉

》
ま
す
。
そ
の
他
の
税
に
つ
い
て
は
そ
れ
そ
れ
前
年
度
の
突
績
を
》

へ
基
と
し
て
、
交
付
税
、
財
朧
処
分
代
等
は
必
要
最
少
限
度
に
計
》

計
上
し
て
お
り
ま
す
。
鈴

》
才
州
予
算
面
を
染
ま
す
と
消
費
的
経
費
の
極
力
節
減
を
図
り
〉

へ
投
賛
的
経
費
に
充
分
芯
を
川
い
て
お
り
ま
す
。
性
質
別
に
分
弧
《

》
し
て
ゑ
ま
ず
と
、
人
件
斑
一
二
・
五
効
、
物
件
費
二
妬
、
維
》

〉
特
補
修
貨
一
先
、
失
業
対
節
事
業
徴
六
・
八
％
、
公
債
費
》

へ
三
・
八
鮎
そ
の
他
五
．
八
蝿
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

》

《
な
お
水
年
の
事
業
に
つ
い
て
は
裏
而
で
述
㈱
へ
て
墨
ま
し
よ
う
《
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四
月

四
月
は
新
し
い
希
望
が
わ
き

上
る
月
で
す
。
草
も
木
も
天
地

が
若
々
し
い
よ
そ
お
い
を
こ
ら

し
初
め
、
か
わ
い
ら
し
い
新
入

学
の
一
年
生
、
新
し
い
制
服
制

帽
を
つ
け
中
、
高
、
大
生
そ
し

て
は
ち
き
れ
そ
う
な
就
職
組
の

若
者
た
ち
の
背
広
婆
等
々
み
ん

な
希
望
に
あ
ふ
れ
て
い
る
月
で

す
。

さ
て
そ
の
四
月
は
一
日
の
エ

ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
で
始
ま
り
ま

す
、
お
役
所
は
こ
の
日
か
ら
新

会
計
年
度
に
は
い
り
ま
す
。

七
日
は
世
界
保
健
デ
ー
で
わ

が
国
で
も
い
ろ
い
ろ
の
催
物
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
、
八
日
は

お
し
や
か
さ
ま
の
日
で
、
各
地

の
お
寺
で
は
に
ぎ
や
か
に
花
ま

つ
り
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

十
日
か
ら
婦
人
週
間
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
日
は
ま
た
皇
太

子
の
結
幡
記
念
日
に
当
た
り
ま

す
。
十
一
日
は
メ
ー
ト
ル
法
公

布
記
念
日
で
す
。
十
八
日
は
発

明
の
日
で
全
国
各
地
で
展
覧
会

な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ

の
Ⅲ
、
キ
リ
ス
ト
教
征
は
イ
ー

ス
タ
ー
系
（
狸
活
系
）
を
お
祝

い
い
た
し
ま
す
。
二
十
円
は
穀

雨
で
、
群
も
い
よ
い
よ
深
く
な

り
、
農
・
家
で
は
農
繁
期
を
迎
え

〉
方
ｑ
１
斗
イ
ｊ
Ｖ
Ｏ
》
）

ｊ
フ
十
ノ
で
ず
ノ
。

二
十
八
日
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
記
念
日
、
二
十
九
日

は
天
里
誕
生
日
で
、
い
よ
い
よ

●
コ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
始
ま

あ
叩
ノ
司
啄
垂
手
ｑ
多
◎
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□
し
尿
処
理
場
の
建
設
□

口
消
防
力
の
強
化
充
実
□

口
農
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進
□

時
代
の
変
遷
と
社
会
構
造
の
大
き
な
変
化
は
、
行
財
政
の
需

要
を
・
蓑
す
ま
す
大
き
く
し
て
い
る
折
か
ら
、
何
分
本
市
の
よ
う

に
自
主
財
源
の
乏
し
い
市
に
あ
り
、
ま
し
て
は
、
な
さ
ね
ぼ
な
ら

ぬ
数
多
く
の
仕
辨
を
計
凹
し
て
お
り
ま
す
の
で
な
か
な
か
困
難

が
予
想
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
収
支
の
均
衡
を

保
持
し
な
・
か
つ
・
行
政
効
果
が
姫
大
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
編

成
さ
れ
て
港
ソ
ま
す
。

そ
れ
で
牡
馴
年
腱
予
算
の
な
か
か
ら
、
今
雌
‐
の
重
な
る
事
業

を
と
り
あ
げ
、
今
年
は
ど
ん
な
仕
事
が
、
ど
の
く
ら
い
の
予
算

で
実
施
さ
れ
る
の
か
才
出
面
よ
り
み
て
ぷ
ま
し
よ
う
。

◎
窓
口
事
務
の
一
本
化
実
施
し
、
四
十
一
年
度
を
目
標

本
年
は
窓
口
事
務
の
改
ゞ
群
を
に
楠
付
け
完
了
を
予
定
し
て
お

実
施
し
、
窓
口
事
務
の
一
本
化
り
ま
す
。

を
図
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
し
尿
処
理
場
は
、
十
王
町
と

上
、
経
費
の
節
減
等
を
図
る
た
共
同
し
て
建
設
す
る
計
画
で
才

め
に
二
三
万
六
千
円
を
計
上
一
年
度
分
と
し
て
の
予
算
化
が

し
て
お
り
ま
す
。
窓
口
謂
務
の
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
収

改
善
に
よ
り
事
務
機
雌
の
一
部
支
の
均
獅
上
土
地
買
収
費
の
計

を
改
革
し
、
能
力
強
化
に
大
い
上
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま

に
役
立
た
せ
た
い
と
存
じ
ま
す
す
が
、
で
き
得
る
限
り
早
く
追

◎
消
防
力
強
化
に
全
力
加
計
上
を
し
た
い
と
考
え
て
お

今
年
四
月
発
足
の
常
設
消
防
り
ま
す
。

署
の
設
備
強
化
に
つ
と
め
、
か
◎
災
害
復
旧
費
に
重
点

つ
被
服
類
の
貸
与
品
も
加
え
ま
市
営
住
宅
今
年
も
二
十
戸

し
て
今
年
度
の
消
防
予
算
は
一
建
設

千
四
百
万
円
を
計
上
し
て
お
り

道
蹄
橋
架
事
業
に
つ
い
て
は

ま
す
、
又
非
常
備
消
防
力
の
強
昨
年
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧

化
を
図
る
た
め
可
搬
動
力
ボ
ン
雷
に
重
点
を
お
き
、
そ
の
他
は

プ
ー
台
購
入
を
予
定
し
て
お
り
菖
甜
惜
の
架
替
え
の
伝
か
は
維

ま
す
。
持
、
補
修
に
全
力
を
尽
し
、
市

◎
市
有
林
九
町
歩
を
植
林
営
住
宅
姓
設
は
、
前
年
同
様
二

◎
し
尿
処
理
場
十
王
町
と
共
十
戸
を
計
画
し
、
墓
地
公
園
の

同
し
て
建
設
計
幽
に
遂
て
も
地
的
工
事
、
道

市
有
林
植
林
事
業
九
町
歩
を
路
工
半
、
一
部
区
画
を
行
な
う

’

1今
年
の
重
点
施
策

予
定
で
予
算
化
し
て
お
り
ま
す

そ
の
他
都
市
計
咽
事
業
の
一
環

と
し
て
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
通

ず
る
怖
梁
の
架
設
や
高
湘
対
鏥

と
し
て
花
梵
河
口
よ
り
伊
吹
山

に
至
る
海
岸
の
護
岸
工
事
も
一

部
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
な

お
、
将
米
の
工
場
誘
致
、
住
宅

団
地
等
の
計
画
を
樹
て
る
必
要

も
痛
感
し
、
本
市
地
内
の
測
量

も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
、
失
業
対
誰
事
業
に
つ
い

て
は
一
日
の
就
労
人
員
の
枠
を

一
一
五
人
と
し
、
逆
路
改
装
工

事
、
排
水
路
工
班
を
実
施
し
て

行
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

一
蹄
争
い
呼
癖
咋

遮
…
↓

一。
Ｆ

学
校
の
増
築
や
秋
山
中
の
通
学

路
の
新
設
等
も
あ
わ
せ
て
実
施

す
る
予
定
で
ず
。

市
史
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、

研
究
会
に
二
十
万
を
助
成
し
、

明
治
末
期
ま
で
の
資
料
を
集
録

す
る
予
定
で
す
。

◎
貧
困
家
庭
の
救
済
や
市
民

の
医
療
費
に
努
力

民
生
関
係
に
お
い
て
は
、
生

活
扶
助
費
等
の
一
六
％
の
蛸
加

を
見
込
み
国
民
年
金
印
紙
購
入

一~

、

可家庭科の教室を塔築

にリフトを設置
り
り

文
教
関
係
は
、

松
岡
中
学
校
に

技
術
家
庭
科
の

教
室
を
増
築
、

松
岡
・
小
学
校
に

リ
フ
ト
を
設
置

す
る
ぼ
か
既
設

校
舎
の
修
繕
に

大
い
に
意
を
用

い
ま
し
た
。

な
お
、
描
川
小

基
金
の
設
定
を
な
し
、
な
お
閏

民
健
康
保
険
事
業
会
計
へ
の
繰

川
金
の
増
額
を
図
り
、
貧
附
家

庭
の
救
済
や
市
民
の
医
擦
強
の

軽
減
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

◎
農
業
構
造
改
善
事
業
の
計

画
を
策
定
″

農
林
関
係
に
お
い
て
は
、
農

業
椛
造
改
善
事
業
の
推
進
に
意

を
用
い
目
下
計
画
策
定
中
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
本
市
特
産
品
の

形
成
地
区
の
設
定
や
水
田
耕
作

に
必
要
な
水
路
の
補
修
に
大
い

に
力
を
注
ぎ
、
か
つ
老
朽
溜
池

改
修
や
林
道
の
災
害
復
旧
事
業

も
実
施
し
大
い
に
農
村
振
興
に

意
を
用
い
て
お
り
ま
す
。

◎
十
王
町
と
合
併
も
考
慮

な
お
、
工
業
高
校
の
建
設
分

担
金
の
内
金
や
商
工
会
の
助
成

金
の
増
額
、
十
王
町
と
の
合
併

に
必
要
な
費
用
も
計
上
し
、
象

な
さ
ん
の
要
望
せ
る
事
業
に
つ

い
て
は
緊
急
度
に
應
じ
て
順
次

計
画
を
し
て
遂
行
し
て
い
ま
す

｜

’最
近
の
医
療
費
の
引
上
げ
は

新
聞
紙
上
で
も
報
道
さ
れ
、
市

民
の
み
な
さ
ん
出
』
ご
存
じ
の
事

と
思
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
い

て
も
決
し
て
例
外
で
は
あ
り
ま

野
」
ア
ル
、

昭
和
四
十
年
度
の
医
療
費
の

伸
び
は
三
十
九
年
度
に
比
べ
四

九
、
七
％
の
増
加
に
な
る
見
込

で
す
、
療
養
給
付
費
だ
け
で
も

一
、
二
七
七
万
八
千
円
の
増
額

に
な
り
、
こ
の
た
め
総
体
予
算

国
保
税
が
大
巾
に
改
正

本
文
方
式
か
ら
「
但
し
書
方
式
」
へ
ま

昭和40年度歳出予算一覧表か
ら
象
た
と
き
は
一
、
九
○
○

万
円
の
不
足
と
な
り
ま
す
、

こ
の
不
足
額
は
受
益
者
で
あ

り
ま
す
被
保
険
者
の
負
担
す
べ

き
保
険
税
と
、
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
の
見
地
か
ら
市
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
も
っ
て

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
本
市
の
よ
う

に
非
常
に
限
ら
れ
た
財
政
事
情

の
な
か
に
あ
っ
て
は
そ
の
不
足

(単位千円）(歳出）

｜

’

’ 補正予算額の財源|ﾉ1沢 Iハ

11非¥両I
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額
に
操
入
れ
る
半
は
困
難
で
あ

り
ま
す
。
又
雑
険
税
も
受
益
者

の
負
拠
す
べ
き
目
的
税
で
あ
る

以
上
医
娠
徴
の
期
加
に
伴
い
増

税
も
や
も
う
え
な
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
本
市
で
は
県
内
の
九

十
○
ヶ
市
町
村
が
実
施
し
て
い

る
「
但
し
書
方
式
」
に
改
め
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
但
し
耆
方
式
に
よ
り
ま

す
と
総
所
得
金
領
退
転
所
得
の

金
額
及
び
山
林
所
得
の
金
額
の

合
計
か
ら
基
礎
控
除
を
控
除
し

た
合
計
額
を
も
っ
て
算
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
、
な
お
く
わ

し
い
こ
と
は
国
保
係
へ
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
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国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

場
合
、
い
ま
ま
で
は
印
紙
を
買

っ
た
り
、
手
帳
に
は
っ
た
り
、

ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
り
し
て
非

常
に
面
倒
で
あ
り
ま
し
た
、
叉

新し↓ 納め方

｜
I

’

時
間
的
に
も
み
な
さ
ん
に
た
い

へ
ん
ご
迷
惑
を
か
け
て
き
ま
し

た
、
こ
れ
ら
の
不
便
を
解
消
す

る
た
め
に
現
在
行
な
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
印
紙
に
よ
る
納
付
方

法
を
改
正
し
て
四
月
か
ら
は
保

険
料
を
一
般
市
税
の
よ
う
に
納

付
苦
で
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う

に
改
正
し
ま
し
た
の
で
ご
協
力

壷
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
害
制
度
を
と
る
た
め
に

年
金
手
帳
を
市
役
所
で
預
る
事

に
な
り
ま
す
の
で
現
在
お
手
も

と
に
あ
る
国
民
年
金
手
帳
を
市

役
所
の
方
へ
お
預
け
下
さ
い
。

手
帳
ば
金
庫
へ
大
切
に
保
管
し

て
お
き
ま
す
か
ら
ご
安
心
下
さ

い
。

手
帳
の
回
収
は
四
月
か
ら
戸

別
検
認
や
窓
口
へ
納
め
に
来
ら

れ
た
と
き
に
お
預
り
し
ま
す
。

イ

Ｐ

ｈ

Ｅ

Ｊ

や

冊

も

Ｆ

“

ｒ

ｂ

Ⅱ

ｇ

ｒ

ｂ

、

因

む

ｆ

１

Ｊ

ｅ

１

‐

‐
Ｃ
ｌ
二

・
・
分
Ｊ
、
Ⅱ
名
、
＄
９
屯
今
日
も
ど
ウ

保
険
料
の
最
後
の
納
期

で
す
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う

郷摺〔輔’ゥ

jぅ篭ｿtfぁX‘
')と計時ぐんi

卸鍬撒I抑ﾒ、

し-〔記録唾

舞姉L､.

輔'、物
－1－ヤ，ヘィ
等l、．／人ゴ

ダか鋼

3‐

剛まず I
’

四
月
は
国
民
年
金
保
険
料
の

国
保
の
被
保
険
者
証
の
更
新
入
学
式
の
案
内

納
期
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
吐
料
は
市
役
所
の
窓
口
か

幼
稚
園
四
月
七
日
午
前
十
時

四
月
一
日
か
ら
旧
保
険
証
は
無
効

地
域
に
あ
る
納
税
組
合
に
必
ず

保
畜
所
四
月
二
日
午
前
十
時

納
め
ま
し
ょ
う
、
忘
れ
て
保
険

高
萩
小
四
月
七
日
午
前
十
時

料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
い
ま
使
用
し
て
い
る
国
民
健
し
ま
し
ょ
う
。

つ
た
り
し
ま
す
と
、
突
然
や
つ
康
保
険
の
被
保
険
者
証
は
、
県
こ
ん
ど
新
し
く
交
付
さ
れ
る
秋
山
小
〃
七
日
〃
十
時

て
く
為
病
気
や
ケ
ガ
で
身
体
陣
下
い
っ
せ
い
に
新
し
い
被
保
険
保
険
証
は
、
〃
い
ま
ま
で
の
と
一
松
岡
小
〃
七
日
〃
十
時

害
者
や
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
考
証
に
き
り
か
え
に
な
亨
曾
」
と
目
で
見
わ
け
ら
れ
る
う
ぐ
い
す
東
小
〃
七
日
〃
十
時

き
に
、
障
害
年
金
や
、
母
子
年
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
色
の
も
の
で
、
有
効
期
間
は
二
若
栗
教
場
〃
六
日
〃
十
時

金
、
あ
る
い
は
遺
族
年
金
が
受
当
市
の
場
合
も
こ
れ
に
な
ら
つ
年
間
で
す
。

上
君
田
小
〃
六
日
〃
十
時

け
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
評
」
注
意
く
て
、
四
月
一
日
か
ら
新
保
険
証
こ
の
新
し
い
保
険
証
幽
父
付
下
君
田
小
〃
六
日
〃
十
時

だ
さ
い
。
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
は
別
表
の
円
程
で
行
い
ま
す
の
横
川
小
〃
六
日
〃
十
時

納
期
限
で
も
あ
り
四
月
末
日
ま
は
叫
罪
讓
唯
池
辨
碓
唖
年
群
峰
諏
野
秘
群
噺
程
蟻
蔀
韮
硬
噺
峨
高
萩
中
〃
七
日
〃
十
時

な
お
四
月
は
今
年
度
最
後
の

で
に
納
め
な
い
と
、
印
紙
に
よ
も
し
そ
の
ま
ま
使
川
し
た
場
合
し
直
ぐ
入
用
の
方
は
市
役
所
へ
秋
山
中
〃
七
日
〃
十
時

松
岡
中
〃
上
日
〃
十
時

る
納
入
が
出
来
ず
洲
納
取
扱
い
は
、
医
療
費
全
額
を
徴
収
さ
れ
お
受
取
り
に
き
イ
下
さ
い
。

君
田
中
〃
七
日
〃
十
時

に
な
り
各
個
人
が
郵
便
局
へ
直
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し

☆

高
萩
高
校
〃
七
日
〃
十
時

接
現
金
払
込
み
と
な
っ
て
し
ま
た
こ
と
の
な
い
よ
う
必
ず
新
し
￥

領
祷
萩
工
業
〃
七
日
〃
十
時

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
い
保
険
証
と
交
換
す
る
よ
う
に

Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
ｉ
ｉ
１
Ｉ
ｉ
１
１
ｉ

日 割 表
月 時 間

' @時3n静~n"

場 所

蒋栗公民舘

区｢I 側

若栗全域

与 上君田全域

下君田全域

横! | |全域

0時30分～1時 上君田小3月30日

1時30～2時3〔〕.下君田公民舘
3M: _41" |",,M、

'大能公民舘｜ 」 下大能全域

’ 9'蹄0－＄0"30
3月3旧 11時～12時

塒～2時

三代ぎよ宅 ‘烏曾根全域

中戸川公民舘中戸川圧1代 米平地区

菊地福雄宅 福平地区2時30～3時

1

1

I、菅ノ沢関口公民舘 望海、関｜

石7iﾏ 辱
川側、杉！

場

)時30～10時3

スドレ

内1 1時～12時 北組公民舘
'千代田、豊栄、二本杉
前の内、畑中、堀の内4月'日 ,2時30～ 南組公民舘1時30

下手綱低要鵠臓制夫棚田、
閲

時
時

３
４

－
一

時
時

「
と
．
〕 ｜ 春日町地区|丁役所

時～4時 市役所 ｜ 水町地区I

9時30～'0時30 山子公民舘

|月2日 1 1時～12時 秋山中公民舘
f&｣土出去恥昌 公民舘の最寄の地区
秋山下公民舘

｜

!|≦.舟君公民舘’

12時30～2時

2時30～4時

石俺、駒木原
9時： ～12時市役所 台高萩地区4月3F

9時31]～12時 高戸公民舘 高戸全域

赤浜全域
1月5日

12時3[ ～2時30 赤浜順成寺

大和町地区市役所9時～4胸

9時～4時 市授所 駅東金誠4月6日

時～4時1月7円 安良川地区〃

－409－
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自
治
省
で
欧
米
都
市
行
政
視

察
団
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ

て
か
ら
三
回
目
、
各
県
を
通
じ

て
全
国
か
ら
十
五
名
程
度
を
推

せ
ん
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
県
の
地
方
課
か
ら
私
に
白
羽

の
矢
が
立
っ
た
。
期
間
は
四
十

三
日
間
、
私
も
し
ば
ら
く
考
慮

の
期
間
を
お
い
て
い
た
だ
い
た

熟
考
の
末
参
加
を
決
意
し
た
。

九
月
十
六
日
羽
田
を
出
発

一
行
は
自
治
省
振
興
課
長
外

市
長
九
名
、
そ
の
他
府
県
関
係

者
通
訳
等
で
十
六
名
で
あ
る
。

出
発
前
に
二
回
ほ
ど
東
京
で
準

備
会
議
を
な
し
手
荷
物
な
ど
の

用
意
を
し
た
、
九
月
十
六
日
の

出
発
に
は
県
市
長
会
長
方
一
初
め

有
志
各
位
、
市
転
員
、
各
会
社

等
多
数
の
皆
さ
ん
の
見
送
り
を

う
け
た
。
私
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
厚
い
ご
声
援
に
対
し
、
た
だ

た
だ
感
汲
に
む
せ
ん
だ
、
初
め

て
見
聞
す
る
諸
外
国
の
国
情
や

瓜
物
に
接
す
る
楽
し
ゑ
と
、
半

面
一
ヶ
月
半
の
長
旅
の
不
安
と

が
こ
も
人
、
入
り
乱
れ
、
幾
分

昂
奮
を
覚
え
た
。

午
前
十
時
出
発
の
時
間
は
迫

っ
た
、
見
送
り
の
皆
さ
ん
と
し

ば
し
の
別
れ
を
な
し
、
日
航
機

に
乗
り
込
ん
だ
、
恐
れ
ば
見
送

り
の
方
々
は
じ
っ
と
機
を
見
つ

め
て
い
る
、
思
わ
ず
ジ
ー
ン
と

欧
米
を
旅
し
て

市
長
安
村

な
っ
た
。
十
時
半
離
陸
し
た
機

は
、
高
度
一
万
一
千
米
、
時
速

九
百
粁
で
東
へ
東
へ
と
飛
ん
で

い
る
。
眼
に
う
つ
る
も
の
は
、

碧
空
の
中
に
点
々
と
浮
ぶ
雲
、

午
後
三
時
、
日
は
正
に
暮
れ
な

ん
と
す
る
、
白
雲
は
あ
た
か
も

サ
ン
ー
コ
碓
に
似
、
碧
海
の
中
に

林
立
す
る
か
に
み
え
、
夕
日
は

さ
ん
ざ
ん
と
サ
ン
↑
。
砿
に
注
ぐ

空
は
一
面
に
茜
色
と
化
し
、
も

え
ん
ば
か
り
、
そ
の
壮
観
は
表

現
に
つ
く
し
難
い
、
三
時
半
日

は
と
つ
ぶ
り
と
く
れ
も
の
の
あ

や
め
も
分
ら
ぬ
よ
う
に
な
っ
た

い
つ
し
か
日
付
変
更
線
に
来
た

篤
／ 、

k一ノ

一
日
お
く
れ
て
十
五
日
と
な
る

時
差
は
五
時
間
で
八
時
半
と
な

っ
た
、
ホ
ノ
ル
ル
気
温
三
十
度

天
気
砧
朗
な
り
と
ア
ナ
ウ
ス
し

た
、
陪
夜
の
中
を
飛
ぶ
こ
と
二

時
間
で
あ
こ
が
れ
の
ホ
ノ
ル
ル

空
港
に
安
着
し
た
。

商
魂
た
く
ま
し
い
ホ
ノ
ル
ル

空
港
に
は
Ⅱ
航
転
員
の
出
迎

え
を
畳
け
た
、
例
の
如
く
税
関

の
取
り
調
ゞ
ヘ
を
う
け
、
屋
外
に

出
る
と
女
性
が
レ
イ
を
私
達
の

頸
に
か
け
る
の
で
吾
灸
一
行
は

彼
女
の
な
す
が
ま
坐
に
し
て
い

る
と
、
写
真
を
と
り
は
じ
め
た

こ
の
写
真
は
あ
す
に
な
る
と
お

気
に
召
し
た
方
は
買
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
ホ
テ
ル
に
売
り
に

き
た
、
い
づ
れ
の
国
の
者
も
な

か
な
か
商
魂
は
た
く
ま
し
い
・

新
聞
は
一
面
が
英
語

二
面
は
日
本
語
で

新
聞
社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
恥
来

て
い
て
ぱ
ち
ぱ
ち
や
っ
て
い
た

早
速
く
あ
す
の
新
聞
に
大
き
く

〃
Ｈ
本
よ
り
市
長
団
一
行
来
た

る
″
と
一
両
の
ト
ッ
プ
に
書
い

て
あ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
の
新
聞
は

一
面
が
災
語
、
二
而
が
日
本
語

で
訳
さ
れ
て
い
て
、
全
く
世
界

で
＄
珍
し
い
新
聞
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
、
ホ
テ
ル
は
ホ
ノ
ル
ル

一
流
で
剛
は
士
平
洋
の
青
海
原

、
烈
奄
と
波
一
つ
た
た
な
い
、

沖
に
は
ヨ
ッ
ト
の
白
帆
が
無
数

に
走
っ
て
い
る
、
庭
は
熱
帯
特

有
の
植
物
で
級
の
色
は
ひ
と
し

お
淡
い
、
裏
手
に
は
内
地
で
は

み
ら
れ
な
い
錐
の
よ
う
に
と
が

っ
た
山
な
桑
が
舞
え
て
い
る
、

あ
と
で
聞
け
ば
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘ
ッ
ド
と
い
っ
て
原
住
民
の
守

護
神
だ
と
の
圭
で
れ
る
。
街
は

道
巾
も
広
く
、
宅
地
も
広
く
と

っ
て
各
家
冷
に
は
立
派
な
庭
園

が
見
う
け
ら
れ
る
。
ま
さ
に
常

夏
の
国
、
楽
側
と
い
う
感
じ
、

ハ
ワ
イ
は
五
つ
の
島
か
ら

〈
ワ
イ
は
ハ
ワ
イ
島
．
一
寸
ウ

イ
烏
、
モ
ロ
カ
イ
島
、
オ
ワ
フ

島
、
カ
ウ
ァ
イ
島
の
五
つ
の
姑

か
ら
な
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

矛
五
十
番
目
の
州
で
ホ
ノ
ル
ル

は
州
政
府
の
所
在
地
で
オ
ワ
フ

島
に
あ
り
、
烏
全
部
で
人
口
六

十
万
、
う
ち
日
系
人
が
四
十
万

住
ん
で
い
る
。

日
本
語
の
通
じ
る

ハ
ワ
イ
の
島
々

日
本
語
は
い
つ
、
ど
こ
で
も

よ
く
わ
か
る
し
街
に
は
日
本
の

雑
誌
、
新
聞
書
店
を
初
め
、
純

日
本
料
理
、
日
本
商
品
の
詮
の

売
店
や
東
本
願
寺
ま
で
も
あ
る

市
の
郊
外
に
は
士
人
か
住
ん
で

い
る
、
り
つ
ぱ
な
ア
・
〈
－
卜
も

あ
る
が
、
だ
い
た
い
少
さ
な
住

宅
だ
、
こ
の
住
宅
地
は
州
で

形
式
的
な
地
代
を
と
っ
て
彼
等

に
貸
地
を
し
て
い
る
。

人
口
五
十
万
人
を
対
照
に

貯
水
池
を
設
置

ハ
ワ
イ
大
学
に
は
Ｒ
本
か
ら

も
留
学
生
を
送
っ
て
い
る
、
大

学
を
見
宇
し
て
最
初
に
眼
に
う

つ
っ
た
の
は
大
き
な
日
本
庭
園

で
、
彼
等
も
非
常
に
珍
重
し
て

い
る
よ
う
だ
、
次
の
日
市
役

所
を
訪
問
し
た
が
市
長
は
大
統

領
の
選
挙
中
だ
っ
た
の
で
不
在

で
あ
っ
た
が
、
日
本
か
ら
行
っ

て
勤
め
て
い
る
賑
員
に
案
内
と

説
明
を
う
け
た
、
市
会
潅
員
は

九
人
、
う
ち
日
系
人
は
四
人
も

い
る
、
市
長
の
外
に
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
い
て
市
長
の
代
行
を
し

て
い
る
、
ほ
か
に
各
種
の
委
員

会
が
あ
る
が
、
委
員
は
民
間
よ

り
選
出
さ
れ
、
委
員
会
に
お
い

て
立
案
さ
れ
た
も
の
を
市
議
会

に
提
案
さ
れ
理
事
者
を
ま
じ
え

て
森
議
し
た
も
の
を
市
長
が
提

案
す
る
、
市
議
会
に
は
議
会
の

要
請
が
な
け
れ
ば
市
長
は
出
席

せ
ず
と
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

午
後
か
ら
市
内
の
諸
施
設
を

見
学
、
ま
手
矛
一
に
水
源
地
を

視
察
、
人
口
五
十
万
・
を
対
照
に

地
下
五
百
米
を
掘
り
下
げ
、
数

百
万
ト
ン
の
水
を
た
め
、
そ
れ

か
ら
吸
み
上
げ
て
い
る
、
吾
々

は
人
車
に
乗
り
地
下
に
入
っ
て

現
場
を
見
た
、
我
国
の
様
に
天

然
水
を
利
用
す
る
の
で
な
く
岩

石
を
州
り
下
げ
て
の
こ
の
施
設

に
は
一
驚
を
喫
し
た
。

補
導
が
目
的
の
市
営
刑
務
所

ホ
ノ
ル
ル
に
は
市
営
の
刑
務

｜ ノ

所
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
世
界
で

珍
し
い
、
看
守
は
日
本
人
で
、

建
物
、
設
備
と
も
至
極
ス
ー
、
１

ト
で
ボ
タ
ン
一
つ
押
す
と
数
ヶ

所
の
ド
ア
が
あ
き
、
硝
子
は
防

弾
ガ
ラ
ス
を
使
っ
て
内
部
も
明

る
く
、
少
し
も
刑
務
所
の
よ
う

な
感
じ
は
し
な
い
、
こ
の
刑
務

所
は
青
少
年
の
収
容
所
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
で
は
、
罪
の
つ
ぐ
な

い
よ
り
恥
彼
等
に
対
す
る
補
導

が
目
的
で
、
善
人
た
ら
ん
こ
と

を
教
育
し
て
い
る
。

平
和
へ
の
願
い
ア
リ
ゾ
ナ
号

真
珠
湾
の
ア
リ
ゾ
ナ
号
を
ゑ

た
、
阜
頭
よ
り
五
粁
の
湾
の
中

ほ
ど
に
沈
没
し
て
い
る
、
ア
リ

ゾ
ナ
号
の
上
に
は
白
亜
の
鉄
骨

造
の
建
物
を
建
て
中
に
入
る
と

た
て
六
米
巾
十
米
位
の
黒
板
に

英
文
で
当
時
の
状
態
が
記
し
て

あ
り
一
般
に
公
開
し
て
い
る
、

吾
灸
は
こ
の
惨
状
を
見
て
、
い

ま
さ
ら
な
が
ら
平
和
へ
の
願
い

方
あ
ら
た
に
し
た
。

夜
に
な
る
と
ラ
ジ
オ
は
日
本
の

歌
謡
曲
を
放
送
し
て
い
た
、
な

ん
と
な
く
、
は
る
か
彼
方
の
故

郷
を
思
い
出
し
た
。
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